
 
 
放課後子ども教室「神小わくわくタイ

ム」推進委員会が開催され本年度の活動の
反省等が行なわれました。本年度は「笑顔
いっぱい神浦」をキャッチフレーズに活動
が行なわれ，特に凧づくり，竹細工（竹箸・
竹とんぼ），しめ縄づくり等，手作業を伴
う知恵と技の伝承活動が子ども達にとっ
て，本当によい経験となったと感じまし
た。地域の皆様のお力添えが子ども達と地
域を笑顔でつないでいます。推進委員の皆
様，また，活動に際し，ご協力くださった
皆様，ありがとうございました。 
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 先日開催した「お別れ集会」で６年生に贈る言葉として次のような話をしました。 

「努力は足し算，協力はかけ算」。何かで目にしたり，どこかで聞いたことがある方 

もいらっしゃるかもしれません。個性豊かな５名の６年生。今年度の一年間だけを見 

ても，それぞれに努力を重ねて成長し，更には様々な場面で協力し合いながら神浦小 

学校のリーダーとして活躍してくれました。そんな姿を見ていると，この言葉 

「努力は足し算，協力はかけ算」を思い出し，引用して話をさせてもらいました。 

小学校生活も残りわずかですが，最後の一日まで自分らしく笑顔いっぱいに過ごしてほしいと思います。 

  

 
 

 ６年生の皆さん，一人一人，これまで，たくさんの努力をしてきたはずです。努力とは，一つ一つ積み重ね

ていくものです。積んだ分は消えることはなく，必ず積み重なっていきます。自分の努力は決して裏切らず，

一つ一つ着実にたし算のように積み重なります。だから算数に例えれば，努力はたし算。毎日２ずつ３日，頑

張れば２+２+２＝６になります。一人が２ずつ頑張れば，６年生５人で合わせて１０になります。 

では協力はどうでしょうか？ 人と人が関わり合って協力し合うと，一人で頑張るよりいい効果がでます。 

お互いの力が関係し合い響き合ってより大きな力になることを「相乗効果」と言います。だから「協力」は，

足し算というよりも「掛け算」です。例えば６年生５人が２ずつ頑張り協力し合えば，２×２×２×２×２＝

３２。皆が協力すれば，相乗効果で個人の足し算では得られないような大きな大きな力になるということです。 

でも一人でも協力しない人がいると０を掛けることになり，２×２×２×２×０＝０で無になってしまいます。 

６年生の５人。それぞれ個性が違います。違う個性の一人ひとりが，足し算である「努力」をしてきました。 

そして神浦小学校のリーダーとして，掛け算のように，５人が協力し合い，大きな力を発揮してくれました。 

そしてそのおかげで，神浦小学校１３名みんなが協力し合って，大きな大きなビッグスマイルと言う結果をも

たらしました。（ちなみに一人が２ずつ頑張って，その２を神浦小の１３人分かけると８１９２という大きな

数になります。２×２×２×２×２×２×２×２×２×２×２×２×２＝８１９２） 

 ４月からは中学生です。同級生も学校全体の人数も今よりもっと増えます。だから，これまで以上に，ま

ず「努力する」という足し算を積み重ねましょう。そして，一人一人が，掛け算のように新しいクラスの仲間

や先輩達，先生方と協力し，力を合わせて，頑張ってほしいと思います。輝く姿を期待して応援しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

“小さな学校 大きな人間づくり” 

 

２日（月）あいさつ・声かけ・ごみゼロ運動 

３日（火）音楽朝会 

１６日（月）卒業式総練習 

１９日（木）第６８回卒業証書授与式 

２４日（火）修了式・離任式 

２５日（水）～学年末休業（４月５日まで） 

 


